
主
催
者
代
表
あ
い

さ
つ
で
角
田
季
代
子

中
央
執
行
委
員
長
は

「
大
阪
北
部
地
震
、

西
日
本
の
豪
雨
災
害

で
被
災
を
さ
れ
た
建

交
労
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
心
よ

り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

わ
せ
て
８
月
の
８
日
、
急
逝
を

さ
れ
た
翁
長
沖
縄
県
知
事
、
こ

の
間
の
不
屈
の
た
た
か
い
に
心

よ
り
敬
意
を
表
し
哀
悼
の
意
を

表
わ
し
た
い
」
と
述
べ
、
さ
ら

に
「
先
の
通
常
国
会
、
森
友
学

園
問
題
で
の
公
文
書
改
ざ
ん
、

加
計
問
題
で
の
虚
偽
答
弁
、
働

き
方
改
革
問
題
で
の
デ
ー
タ
ー

ね
つ
造
問
題
、
過
労
死
隠
ぺ
い
、

自
衛
隊
の
日
報
隠
ぺ
い
、
次
か

ら
次
へ
と
国
権
の
最
高
機
関
で

あ
る
国
会
を
冒
と
く
し
続
け
て

き
た
。
あ
わ
せ
て
、
財
務
省
の

前
事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
、

そ
れ
を
擁
護
す
る
麻
生
財
務
大

臣
の
姿
に
、
怒
り
に
手
が
震
え

た
。
こ
う
し
た
異
常
と
も
思
え

る
事
態
の
中
で
会
期
を
延
長
し
、

政
府
が
言
う
と
こ
ろ
の
『
働
き

方
改
革
』
が
強
行
採
決
を
さ
れ

た
。
労
働
者
の
長
時
間
労
働
の

抑
制
ど
こ
ろ
か
、
生
産
性
向
上

の
名
の
も
と
に
過
労
死
促
進
の

合
法
化
、
雇
用
形
態
の
差
別
・

格
差
の
固
定
化
、
労
働
者
の
使

い
捨
て
を
容
認
し
た
」
と
安
倍

政
権
の
一
連
の
言
動
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

群
馬
県

桐
生
市
は
、

運
営
の
統

一
化
を
は

か
る
と
い

う
こ
と
で
、
市
内
の
ク
ラ
ブ
す

べ
て
で
保
育
料
と
指
導
員
の
賃

金
が
統
一
化
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
保
育
料
が
減
額
。
と
く

に
第
３
子
以
降
の
保
育
料
が
無

料
に
な
り
保
護
者
負
担
は
軽
減

さ
れ
た
。
一
方
で
、
今
ま
で
の

劣
悪
な
実
態
に
沿
っ
た
も
の
を

ベ
ー
ス
に
し
て
賃
金
規
定
を
作
っ

た
た
め
、
初
任
給
で
１
５
〜
６

万
。
毎
月
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
年
間

で
３
０
０
０
円
。
１
０
年
経
っ

て
も
２
０
万
に
届
く
か
届
か
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
賃

金
表
を
見
た
段
階
で
若
い
指
導

員
は
展
望
を
な
く
し
て
辞
め
て

し
ま
う
。
全
国
部
会
で
は
『
私

た
ち
の
求
め
る
基
準
』
が
策
定

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て

話
し
合
い
を
進
め
た
結
果
、
桐

生
市
内
の
指
導
員
２
０
名
を
拡

大
し
、
桐
生
分
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
や
っ
ぱ
り

数
は
力
な
ん
で
、
市
に
対
し
て

の
交
渉
力
も
多
少
で
き
た
か
な

と
思
っ
て
ま
す
。
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建
交
労
第
２
０
回
全
国
大
会
が
「
安
倍
９
条
改
憲
を
阻
止
し
、
戦
争
の
な
い
平
和

社
会
を
守
ろ
う
。
全
て
の
要
求
闘
争
の
前
進
と
強
大
な
建
交
労
を
め
ざ
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
安
中
市
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
２
０
０
人
余
り
が
、
群
馬
県
本
部
か
ら
は
代
議
員

及
び
特
別
代
議
員
４
名
と
傍
聴
２
名
、
中
執
１
名
が
参
加
。
５
万
人
建
交
労
を
め
ざ

す
中
期
計
画
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
、
新
た
な
運
動
方
針
を
決
定
。
ま
た
今
後
２
年

間
、
そ
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

すでに各支部委員長あてに通知しているように、

建交労群馬県本部の規約第18条に基づき、第20回

定期大会を下記の通り開催します。各支部は速やか

に大会代議員の選出をお願いします。

■日時：10月7日（日）9：００～

■場所：群馬県生涯学習センター「第１研修室」

＜役員選挙告示＞
建交労群馬県本部の規約第３8条による選挙・投

票規定に従い、役員選挙を下記の通り行うことを告

示します。

１．立候補受付

所定の様式で届出をしてください。受付期間は9

月15日から 10月6日午後3時までとします。

２．選挙日時

10月7日(第20回定期大会当日）

３．改選役員

執行委員長 1名

副執行委員長 2名

書記長 1名

執行委員 6名

４．立候補の資格

規約第4章（組合員の権利、義務）によります。

2018年9月

建交労群馬県本部選挙管理委員会

学
童
保
育
部
会
の
「
私
た
ち
の
求
め

る
基
準
」
を
話
合
う
中
で
20
名
拡
大

建交労群馬県本部
第20回定期大会通知と

役員選挙告示

安
倍
９
条
改
憲
を
阻
止
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
社
会

全
て
の
要
求
闘
争
の
前
進
と
強
大
な
建
交
労
を

発言

鏡割りをおこなう藤嶋群馬県本部委員長（右）角田中央執行委員長（右２）

建交労第２０回全国大会を磯部温泉で開催

大
会
初
日
の
交
流
会
で
、
会

場
を
盛
り
上
げ
る
群
馬
学
童

保
育
支
部
の
仲
間


